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奥付がないが，「歯科れんとげん学と歯科放射線学の比較」［歯科医学2019;82:63-71］によると 「藤浪剛一，照内昇．齒科レントゲン學．初版．東京：河合商店，1916」となっている．CliNii の記載では，出版社＝歯科学報社，出版年＝19??となっている
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